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令和８年６月No.３ 文責 高山 智子 

学校教育目標 

ふるさと松野を愛し、 

未来を拓く生徒の育成 

３年生にとって最後の大会となる、宇和島市・北宇和郡 
総合体育大会が終わりました。保護者の皆様、今まで送迎 
やお弁当作り、生徒への励まし・応援等温かなサポートを 
いただき、ありがとうございました。最後まであきらめず 
ボールを追いかけたソフトテニス部のみなさん、緊張の連 
続の中を戦い抜いた軟式野球部のみなさん、互いが互いを 
励まし合って戦い抜いた６人の女子バレー部のみなさん、 
本当によく頑張りました。結果的に勝敗はつきましたが、 
この体験こそ大きな価値があります。今回の体験を次に生 

かしていくこと、今回の反省を次回 
の成功へ導いていくことが大きな成長へとつながります。 
この大会で部活動を引退する３年生には、残りの中学校 
生活の様々な取組の中で生かしてほしいと思います。 
大切にしてほしいことは、「努力を怠る者に勝利は訪 
れない。よい準備（努力）こそが、よい結果をもたらす 
ための最大の良薬です」ということ…そして「今回の結 
果は、過去の努力の結果であり、未来は、これからの努 
力で決まる（稲盛和夫）」ということです。今回、負け 
たから「自分には実力がない」といって下を向かず、前 

に進むための試練であり、相手が自分以上に頑張った結果だと考え、試合結果 
を糧として、一歩一歩、前を向いて歩んでください。 
今回、県大会への切符を手にした男子バレーボール
部のみなさん、宇和島ＪＹＦＣに所属のＹ君、本当に
おめでとうございます。県大会では、松野中の生徒と
して、北宇和郡・宇和島市の代表として精一杯、ゲー
ムセットの笛が鳴るまで、全力でプレーし、粘り強く戦い抜いてきてください。
見ている人たちが感動するようなプレーを、全力で魅せてください。きっと、す
ばらしい結果が、待ち受けていると思います。 
新チームとして始動する１・２年生、新たな目標に向かってスタートする３年
生、３Ｄは禁句に！ 
使ってはいけない言葉としての「３Ｄ」。頭文字のＤをとって、「だって」、 

「でも」、「どうせ」という言葉です。「だって、やることがいっぱいあるし…」 
「でも、みんなやってないし…」、「どうせ私には無理だし…」。「だって」は 
言い訳、「でも」は否定、「どうせ」はあきらめの言葉です。何かを実現しよう 
とするとき、できない理由を探すのではなく、実現するためにはどうすればよい 
か考えてください。 
３Ｄを３Ｃに！ Change 変化 Challenge 挑戦 Continuation 継続 
                           校長 日野 岳 

緑が丘



＜春の遠足＞ 

５月７日（木）、五月晴れの下、全校遠足を実施いたし

ました。１年生から３年生までの「異学年グループ」を編

成し、共に町内を巡りました。 

午前中は「俳句の小径」での句碑探し、午後は「豊岡方

面」へのウォークラリーを行い、松野町の豊かな自然と文

化にどっぷりと浸かった一日となりました。道中、上級生

が下級生に優しく声を掛け、励まし合いながら進む姿は、

頼もしく微笑ましいものでした。 

また、道行く地域の方々に対しても、生徒たちは自ら明るく元気な挨拶をして

おり、見守る教職員の心も温かくなりました。「仲間との深い交流」「規律ある

集団行動」「地域の宝の再発見」という３つの目的を、生徒自身の手で見事に達

成できたと感じています。 

各所で生徒たちを温かく見守り、激励してくださった地域の皆様、本当にあり

がとうございました。 

 

＜避難訓練＞ 

５月 21日（木）に地震を想定した避難訓練を実施し 

ました。避難経路の確認や第一次避難を通し、有事の 

際に冷静に行動できる力を養うことを目的として行い 

ました。生徒の防災に対する意識が高まっている今、 

御家庭でも非常持ち出し袋の点検や家族間の連絡手段、 

待ち合わせ場所の確認を改めてお願い 

します。「最悪を想定し、被害を最小 

に」。まずは自分の命を守り抜くこと。そして、大切な 

家族と元気な姿で再会できるよう、日頃から高い防災意 

識を持ちたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長先生が話されていた「最悪を想定して、被害を最小に」という言葉が心に残

っています。想定をして避難するということは難しいとは思いました。しかし、最悪を

想定することで、自分や周りの人を助けることができると私は思いました。学んだこ

とを活かしたいと思います。（３年生） 

今回、中学校生活で初めて避難訓練をしました。静かに、早く行動できました。

学校の避難経路もよく分かり、いろいろなことを知ることができて良かったです。

先生の説明もよく理解でき、小学校の時よりももっと深く知ることができました。こ

れらの学びを通して、本当に地震が起こった時には生かしたいです。（１年生） 



 


